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ている個人に対する介入は何か、③社会能力は 3因子（assertion, coordination, self-control）構造とされて
いるが、中国の大学生の社会能力を測定する指標として適切かどうか、の３つの仮説を設定した。その







た。文献は、1980年から 2013年までの China Knowledge Resource Integrated Database（CNKI）、China 
Science、Technology Journal Database（CSTJ）、Wanfang Data Knowledge Service Platform（Wanfang）を含
む中国のメインデータベースから検索した。検索 keywordsは、social competence, social skills, assessment, 
adult, and university studentを使用した。 
. (結果と考察) 
 成人や大学生を対象にした、社会能力の定義、評価、介入に焦点をあてた研究論文 20が抽出された。














対象は中国 X大学の大学生 58人で、2012年 12月～2013年 1月に調査を実施した。本研究におけ
る社会能力とは「社会的相互作用を通して、さまざまな状況において、良好な関係を維持しながら自己
の目標を達成する能力」と定義した。方法はスティッキーゲームの実施と質問紙調査である。ゲームは



















 研究参加者は 18歳以上の大学生で、男子 19人、女子 39人、計 58人、平均年齢 20.2歳であった。
X大学は国立の主要大学である。そのため学生は全国各地から入学し、参加学生の出身地は西部 36人、
東部 20人、不明 2人であった。 
IRSA92項目の行動観察データの記述統計の結果、52項目は天井効果、床効果が認められたため除外




とする）の累積寄与率は 80％であった。因子間相関は 0.43～0.60であった。 
基準関連妥当性を検討するために、IRSA-28 と他の尺度との相関をみた。その結果、IRSA-28 と SSI
のピアソンの相関係数は 0.45、IRSA-28と ENDCOREsのピアソンの相関係数は 0.57、IRSA-28と AQ
のピアソンの相関係数は 0.42であり、いずれも中程度の相関が認められた。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             
(考察) 
本研究では中国大学生の社会能力は IRSA28項目で 4因子構成という結果が得られた。著者は、本研
究がベースとした IRSA92項目が 3因子構造であることから、先行研究を引用しながら 4因子のうちの





























平成 26年 12月 17日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（看護科学）の学位を受ける資格を有するものと認める。 
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